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１．事業概要

　　　１）事業者名及び代表者名
　　　　　　　中央建設株式会社
　　　　　　　代表取締役　　竹尾 楠秀

　　　２）所在地
　　　　　　　本社　　　　　〒882-1101　　宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井６０８５―１１

資材置場１　〒882-1101    宮崎県西臼杵郡高千穂町大字三田井６０９９－１
資材置場２　〒882-1102    宮崎県西臼杵郡高千穂町大字押方３５２－２

　　　３）環境管理責任者及び事務局
EA-21責任者　 ： 総務部長　　　甲斐勇磨甲斐勇磨
EA-21事務局　 ： 総務部　 　　甲斐勇磨竹尾浩子

　　　４）連絡先
　　　　　　　連絡担当者　：　甲斐　勇磨（EA21責任者）

TEL　 ： 0982-72-3472
FAX　 ： 0982-72-3474

　　　　　　　E‐mail： 　tyuo@iaa.itkeeper.ne.jp

　　　５)対象範囲
　　　　　　　・対象組織　・・・・・・・・　全社(関連事業所なし)
　　　　　　　・対象活動　・・・・・・・・　全活動

　建設業（土木工事、舗装工事、水道施設工事、建築工事）

　 　６）事業規模

7) 実施体制

代表者　竹尾楠秀

EA21責任者　甲斐勇磨

EA21委員会　甲斐津代実 EA21事務局　竹尾浩子

総務部門　竹尾浩子 現場部門　甲斐津代実

本　　　社

2,170

2022年

156

8

4

435

2,170総敷地面積（㎡）

従業員数

売上高（百万）

工事等の件数
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3
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2019年
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 ２．環境方針

                   環  境  方  針

  中央建設株式会社は、今日悪化の一途をたどる地球環境問題を、人類共通

の最重要課題であると認識し、当社の事業活動のあらゆる分野で、自主的、

積極的に環境保全に取り組み、循環型社会の実現に貢献いたします。

１． 当社は、土木工事の事業活動を通じて、環境経営マネジメントシステム

　　を構築し、環境目標・環境活動計画を定め、継続的な改善に努めます。

　　

２．関連する環境の法規制を遵守するとともに、行政機関・団体地域の要請

　　に積極的に協力します。

３． 土木工事事業に於いて、環境に与える影響を削減するために、次の

　　事項に対して優先的に取組みます。

　 ① 二酸化炭素排出量の削減

　　　　生産設備・空調運転管理・燃料管理による電気使用量・燃料使用量の削減

　 ② 事業活動工程から排出される廃棄物の削減とリサイクル推進　　

　 ③ 節水活動による水使用量の削減

　 ④ 事業活動での使用部品・物品・事務用品等グリーン購入に努めます

　 ⑤ 土木工事においては、環境に配慮した施工に努めます
   
４． 環境保全に関する啓蒙・啓発と、地域での社会貢献活動に努めます。
　　

この環境方針は、当社全従業員に周知徹底するとともに、一般に開示します。

制定　2008年10月　1日

　　  改訂　2011年  4月  6日

中央建設株式会社

 　　　　　代表取締役　竹尾 楠秀

（４）



３.環境目標

年　　度　　別　　環    境    目    標

基準値
'18年度～'20年
度実績平均値

　2021年度
(2021年1月～
2021年12月）

　2022年度
(2022年1月～
2022年12月）

　2023年度
(2023年1月～
2023年12月)

全社 94,572.1 93,626.1 92,680.7 91,734.8

 基準値比　1％削減  基準値比　2％削減  基準値比　3％削減

事務所 12,087.7 11,966.8 11,845.9 11,725.1

 基準値比　1％削減  基準値比　2％削減  基準値比　3％削減

全社 8,176.1 8,094.3 8,012.6 7,930.8

 基準値比　1％削減  基準値比　2％削減  基準値比　3％削減

現場 27,565.5 27,289.8 27,014.2 26,738.5

 基準値比　1％削減  基準値比　2％削減  基準値比　3％削減

事務所 149.7 148.2 146.7 145.2

 基準値比　１％削減  基準値比　2％削減  基準値比　3％削減

事務所 335.7 332.3 329.0 325.6

現場 ―

【改訂履歴】
2015/1/10　・・・・・　2012年度から2014年度までの３ヶ年の実績平均値を新基準とした。

2015/1/10　・・・・・　軽油削減の目標は削減のための活動の実施度合を評価し、軽油の消費実績は全社合計で把握してＣＯ2に換算する。

2015/1/10　・・・・・　購入電力の二酸化炭素排出係数はＨ26年度公表の九州電力実排出係数0.613を使用する。

2015/1/10　・・・・・　ｸﾞﾘｰﾝ購入の目標は環境ﾗﾍﾞﾙ製品購入率の向上を目標とする。

2015/1/10　・・・・・　軽油の二酸化炭素排出係数は 0.0687×38.2= 2.624 に変更。

2019/1/ 8　・・・・・　2015年度から2017年度までの３ヶ年の実績平均値を新基準とした。

2021/2/10　・・・・・　2018年度から2020年度までの３ヶ年の実績平均値を新基準とした。

2021/2/10　・・・・・二酸化炭素の排出係数を 電力 0.374  ガソリン 2.32  軽油 2.58 に変更　

４.環境目標の実績
＊２０２２年１月から２０２２年１２月までの12ヶ月間の実績は以下のとおりです。

実施 目標値 実績 達成率 評価

全社 92,680.7 50,689.8 182.8% 〇

事務所 11,845.9 10,975.0 107.9% 〇

全社 8,012.6 6,146.3 130.4% ○

現場 27,014.2 12,542.0 215.4% 〇

全社 146.7 143.8 102.0% 〇

現場 90.0%以上
89.0%

(313.6/352.2t)
98.9% ×

全社 329.0 504.0 65.3% ×

全社 70.0%以上 70.0% 100.0% ○

全社 活動計画 ○

４．グリーン購入の促進

70.0%以上

５．環境配慮型の施工推進 活動計画を遵守しています。

二酸化炭素排出量(kg-CO2)

①電力使用量の削減 （kWh）

③軽油使用量の削減 （Ｌ）

２
廃
棄

物
の
削

減
①.　廃棄物の削減    (ｋｇ)

各年度の運用期間は当年１月から１２月までの１２ヶ月間です。

環境活動計画の遵守を目標とする

取組み項目

全社 7/10=70.0%

３．水資源使用量の削減 　（㎥)

③軽油使用量の削減
　　　　  （Ｌ）

②建設廃棄物の
　再資源化推進（％）

現場 400.9/437.1=91.7% 再資源化率＝再資源化量÷総排出量＝90.0％以上

②．建設副産物のリサイクル
     率向上（％）

３．水資源使用量の削減
　        （㎥）

４．ｸﾞﾘｰﾝ購入の促進
　　　（ｴｺ製品購入数/総購入数 ）

５．環境配慮型施工の推進

②ガソリン使用量の削減（Ｌ）

※ 灯油等を含む二酸化炭素総排出量は、53,354.48 kg-CO2です。

１
．
廃
棄

物
の
削
減

①．一般廃棄物の削減
　　      (kg)

取組み項目
（目標項目）（単位）

実施区

     １．二酸化炭素排出量の削減
　　　　                   　（kｇ-CO2）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

項
目

①電力使用量の削減
    　　（kWh）

②ガソリン使用量の削減
　　　　　（Ｌ）

中期環境目標

（５）



5.環境活動計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

実施項目 計　　画 結果/評価/次年度の取り組み内容

･電気使用量
       の削減

①スポットライト等で効率よく照明している
②照明器具やｴｱｺﾝﾌｨﾙﾀｰを定期的に
  清掃する
③空調の適温化〔冷房(7月～9月)２８℃
   程度、暖房(11月～3月)２２度程度〕を
   徹底する。

・スポットライトを効率よく活用している
・温度管理、昼休み退社時の消灯はいずれも徹底できている
・全従業員の節電意識をさらに高めていきたい。
・次年度以降も照明器具やエアコン等の省エネ型機種入れ替
えを検討していきたい。

･化石燃料使用
     量の削減
　　ガソリン
　　軽油

①エコドライブの徹底
②荷物の積卸し時にはエンジンを切る
③現場への相乗り通勤
④建設機械等は過剰な負荷を掛けない
　　（アクセル７割運動等）
⑤段取りの良い前準備で忘れ物等をなく
し、折り返し運転等をしない
⑥低燃費車の計画導入

・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟの徹底と無駄のない配車を心掛けるよう全
　従業員に周知済
・エコドライブ手順書を掲示済み
・低燃費車導入完了（軽ワゴン車、ハイブリッド車）   　　　　　  ・
現場の安全教育訓練時にアクセル７割を確認している

･一般廃棄物
　の削減

①コピーは裏紙使用や両面コピー、縮小
　　コピーに努める
②コピートナーカートリッジ等は納入業者
　に引き取ってもらう

・分別計量は徹底している
・コピー機に注意喚起のシール貼り付け済
・再利用箱を設置している
・両面コピー、縮小コピーを徹底している
・トナーカートリッジ等は納入業者に引き取ってもらっている

・建設副産物の
再資源化推進

①建設資材発注時は使用数量を再ﾁｪｯｸ
　して残余資材の発生を抑制する
②現場で発生する混合廃棄物は、できる
　　だけ分別してリユース、リサイクルする
③廃棄物の処理はできるだけリサイクル
　　業者へ依頼する

・資材発注前の在庫管理とこまめな発注をしている
・混合廃棄物は廃棄ボックスを増やすなどしてできるだけ分別
　を行っている。次年度も現場廃棄物の分別を推進する
・廃棄物は再資源化施設を持つ業者へ処理契約をしている

・水資源使用量
　の削減

①水道の漏水を定期的に点検
②雨水貯留タンク設置等により極力雨水
　を利用する
③車両や建設機械の洗車は必要最小限
　にとどめ、できるだけ雨水を利用する

・定期的に漏水点検をしている
・車輌等の洗浄に用水や河川水を一部利用している
・次年度以降も節水意識の向上に努める

・グリーン購入
　　　の促進

①環境ﾗﾍﾞﾙ認定等製品を使用する
②再生材料や間伐材製品等を使用する
③車両はﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ低燃費車低排出ｶﾞｽ車
電気自動車等へ順次切り替える

・現場車輌を普通車から軽自動車、ハイブリッド車へ切り替え
済み　今後も継続
・今後徐々にグリーン製品を増やしていく

・環境保全取組
実施率の向上

①環境ボランティアへの積極的参画
②現場や事務所周辺の清掃、整理整頓
③現場での地域住民への説明会で、
　現場特有の環境問題と対策も説明する

・各現場の安全訓練の折、当社社員と下請け業者を対象に環
境　教育を実施した
・当社は、毎年４月(独自)と８月(加盟団体主催)に実施
　している
・今後も継続して取り組んでいく

・環境配慮型
　　施工推進

①重機は低排出・低騒音機を使用する。
②可能な限り環境配慮型材料等を利用し
た施工の実施
③環境に配慮した施工方法等の講習会
　へ積極参加（水辺の工法研修会など）
④現場の環境上の緊急事態を想定し予防
　　措置を行い、対応手順を作成して事前
　　の訓練を行う

・環境に配慮した河川工事のあり方講習に参加
・資材発注は計画的に実施できた。
・火災、オイル漏れ、河川汚濁の緊急事態対応訓練を実施し
た
・今後も計画的に重機の新機種入れ替えを行っていく
・次年度も継続して環境に配慮した施工に努める

・その他

①当社は事務所や現場への出入り業者
　　に対して、ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟのお願いを
　　している
②この環境活動レポートを社内総務部に
　　常備し、外部に公開している。

・協力依頼伝達書（環境方針を添付）で依頼している。

・社内総務部に常備し外部に公開している。
　現在、閲覧依頼はない。

　当社では春の安全大会時に地域ボランティアとしてカーブミラー清掃、空き缶ゴミ拾いを行っている。

　又、夏には加盟団体主催の道路清掃活動を行っている。

（６）



６.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無
　　＊当社の事業に関係する環境関連法規は、下表の通りである。
　　　 関連法規制の遵守状況は、当社が自主チェックした結果違反もなく、また関係官庁からの指摘も
　　   一切なく良好であると判断致しました。又、地域住民からの訴訟もありませんでした。
       現場での遵守状況は、安全パトロールや安全会議時などで確認しています

法規制等 主な内容 　　　当社の対応
遵守
評価

・浄化槽法

・指定検査機関の水質検査（1回/年）及び法定
　検査記録の保管（3年間）・・宮崎県環境科学協会
・知事の登録を受けた者に保守点検を委託
・市町村の許可を得た浄化槽清掃業者に清掃を委託
・清掃記録の保管（3年間）

・宮崎県環境科学協会へ法定点検を依頼する
・法定検査記録の保管（３年間）
・西臼杵浄化槽管理ｾﾝﾀｰに定期点検を依頼する
・西臼杵衛生公社に定期清掃を依頼する
・清掃記録、点検記録の保管（3年間）

○

・騒音規制法
・騒音に関わる環境基準の遵守
・指定,特定地域の騒音基準の順守

・届出書・記載項目の確認
・該当地域の騒音基準(８５ｄｂ以下）の確認 -

・振動規制法
・騒音に関わる環境基準の遵守
・指定,特定地域の振動基準の順守
・指定地域の市町村長に７日前までに届け出

・届出書・記載項目の確認
・該当地域の振動基準(７５ｄｂ以下）の確認 -

・産業廃棄物の運搬、収集、処理の委託基準に
　適合したそれぞれの業者との委託契約書の締結

・業者との契約書は契約終了後5年間保管
・業者の許可証の写し保管
･業者の許可証の有効期限確認

○

下請け業者へ産廃の運搬を依頼する時は元請業者がﾏﾆ
ﾌｪｽﾄを発行する。当該産廃を請け負った下請け業者が
当該廃棄物を保管する場合は、下請け業者も事業者とみ
なす

当該運搬では、『請負契約書』を締結し、当該運搬
である事を証する書面を備え付ける
運搬車両には産廃収集運搬の表示を行う

○

・産業廃棄物が、運搬、処分するまでの保管義務、
　保管基準（60×60㎝の掲示板設置等）

・表示板の設置
・早期処理(許可業者へ委託する) ○

・管理票交付日からＢ２票及びＤ票は90日以内、Ｅ票
  は180日以内に受領・期限内に受領出来なかった
  ら知事に報告する
・Ａ票も５年間保管する

・マニュフェストの交付・保管
・期日内にﾏﾆﾌｴｽﾄの写しが到着しない場合
  は県知事へ報告する
・A票の照合確認欄へ受取り月日を記入し保存

○

・建設工事に伴い生ずる産業廃棄物を、面積が３００㎡以
上の事業場外に保管する場合、事前に都道府県知事に
届けでる

・様式第二号の四による届出書を提出する
・保管基準を遵守する(看板設置など）
・保管をやめたときは、３０日以内に知事へ様式第
二号の六による届出書を提出する

-

・事業場毎とに毎年6月30日までに、その年の3月31日以
前の1年間において交付した管理票の交付等の状況を当
該事業場の所在地を管轄する都道府県知事に提出する

・産業廃棄物管理表交付状況等報告書
　（様式3号）の作成、提出 ○

・前年4月から当年3月までに1,000ﾄﾝ以上の産業廃棄物
を排出した事業者は、産業廃棄物処理計画書及び実施
報告書を当該事業場の所在地を管轄する都道府県知事
に報告する。

・計画書（様式第2号の8）
・実施書（様式第2号の9）で知事へ報告 －

・家電リサイクル
法

・事業所の【特定家庭用機器】ﾃﾚﾋﾞ（液晶・プラズマ含）、
ｴｱｺﾝ、電気冷蔵庫及び冷凍庫、電気洗濯機、衣類乾燥
機を廃棄物として排出する場合

小売店へ料金を支払い引き渡す又は自治体指定
の方法で引き取り依頼する -

・小型家電リサイ
クル法

【使用済小型電子機器】パソコン、携帯電話、デジタルカ
メラ、ＣＤプレーヤー等々を廃棄する場合

小売店へ料金を支払い引き渡す又は自治体指定
の方法で引き取り依頼する -

・建設
    リサイクル法

・元請業者は、発注者に分別解体等の計画について
　説明する

・工事請負契約書に関連帳票として添付する ○

・対象建設工事受注者は、特定建設資材(コンク リート
魂、コンクリート及び鉄から成る建設資材、アスファルト
魂、木材)廃棄物を再資源化する

・再資源化等の促進等の実施に関する指針
 を遵守する ○

・対象建設工事に係る特定建設資材廃棄物の再資源化
等が完了したときは、発注者に報告し、記録を作成する

・工事完了後発注者への報告
 　(クレダスによる報告) ○

･建設業許可または解体工事業登録の貼付
・建設リサイクル法届出済みシール貼付

・建設業許可票の看板掲示 ○

・ｵﾌﾛｰﾄﾞ法
･平成18年10月以降製造・販売機器には適合表示
 の表示（基礎工事用機械ﾞ・ﾊﾞｯｸﾎｳ・ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ等）

・適合証明書，表示の確認 ○

・建設
    リサイクル法

・廃掃法

（７）



７．代表者による全体評価と見直しの結果

前回指示の内容 今回の評価結果

前回指示の取組結果 代表者による指示内容

・化石燃料の使用量は、ここ数年目標達成
が続いているが、引き続き努力してほしい。
電力と水資源については、今の目標値のま
ましばらく様子を見てみよう。

 '22年1月から　'22年12月までの集計結果
　　　　　(計画値/実績値)
  電 力　　;　11,845.9/10,975.0kWh・・・・107.9%
　ｶﾞｿﾘﾝ　  ;  8,012.6/6146.3 L・・・・・130.3%
　軽 油    ;  27,014.2/12,542.05 L・・・・215.4%
  廃棄物　;　  146.7/  143.8kg・・・・・・102.02%
  水　　　　;    329.0/504.0m3 ・・・・・・65.3%

・化石燃料の目標達成のみならず、電力の
目標も達成できている。

・ここ数年電力の目標達成ができていなかったが、今
期は達成できた。化石燃料とともに、次期以降も引き
続き達成できるようにしたい。

・今後もコンプライアンスの重要性を再認識
する周知活動を行うこと

・環境関連法規一覧表の遵守状況評価表(２３年２月
１日チェック)により説明

・全社員に対して工程会議や現場での安
全訓練教育時に法令遵守の徹底を周知し
ている。

・今後もコンプライアンスの重要性を再認識する周知
活動を行うこと。

・電力と水資源の未達が続いているが、原
因は今のところ分かっていない。今の目標
値のまましばらく様子を見てみよう。

・建設廃棄物の再資源化と水以外はほぼ達成。

・水を除いて達成している。
・電力は目標達成したが、水が依然として達成できて
いない。他の項目の状況を維持しつつ、水の使用量
に気を配ること。

・今後も地域住民だけでなく、想定される関
連団体等にも文書にて工事概要、工事方
法等を説明し理解を求めること。

・外部環境情報記録表により説明

・各現場ごとに工事着手前住民説明会を開
き工事内容、工事方法等を説明している。

・今後も地域住民だけでなく、想定される関連団体等
にも文書にて工事概要、工事方法等を説明し、理解
を求めること。

・なし ・方針の変更は必要なし。

・なし ・実施体制の変更は必要なし。

⑤環境方針及び
実施体制について

見直し事項

①環境目標及び
　環境活動計画
　について

②環境関連法規
　　等の取り纏め
　　及び遵守状況
　　について

③取組状況の確認
　　及び問題点の
　　是正について

➃環境コミニュケ
　ーションについて

（８）



8.地域ボランティア清掃活動

道路愛護作業（国道３２５号）

令和 ４年 ８ 月 ８ 日（月）実施

（９）


